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四
月
二
十
三
日
、
雲
南
市
木
次
町
の
尾
原
ダ
ム
建
設
予
定
地
で
「
菜
の

花
ま
つ
り
２
０
０
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
地
元
は
も
と
よ
り
松
江
市
、
出
雲
市
な
ど

か
ら
約
千
人
が
訪
れ
満
開
の
菜
の
花
と
地
元
の
味
覚
を
満
喫
し
ま
し
た
。

パ
　
ー

セ
ン
ト

1

　
尾
原
ダ
ム
を
地
域
に
開
か
れ
た

ダ
ム
と
し
て
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
奥
出
雲
町
、
雲
南

市
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
斐
伊
川
く
ら
ぶ

な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
主

催
し
今
年
で
七
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
会
場
の
約
一
・
五
　
の
畑
に
は

菜
の
花
が
咲
き
誇
り
、
多
く
の
家

族
連
れ
な
ど
が
写
真
を
撮
影
し
た

り
散
策
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
満
開
の
菜
の
花
の
な
か
、
来
場

者
に
よ
る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
も

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
手
打
ち

そ
ば
、
舞
茸
、
山
菜
な
ど
地
元
の

味
を
楽
し
め
る
テ
ン
ト
村
、
ダ
ム

事
業
で
発
掘
さ
れ
た
出
土
品
の
展

示
コ
ー
ナ
ー
、
ダ
ム
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー

ナ
ー
や
子
ど
も
神
楽
の
披
露
、
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
多
く
の
催

し
も
行
わ
れ
、

会
場
は
一
日
中

多
く
の
人
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
建
設
現

場
の
見
学
会
も

行
わ
れ
、
建
設

予
定
地
に
入
り

担
当
者
か
ら
事

業
の
説
明
も
あ

り
ま
し
た
。

　
尾
原
ダ
ム
建
設
事
業
は
「
県
政

百
年
の
大
計
」
と
言
わ
れ
多
く
の

方
の
協
力
の
も
と
工
事
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
取
り
付
け
道
路
の
建

設
、
仮
排
水
路
工
事
、
川
の
流
れ

を
一
時
的
に
切
り
替
え
る
転
流
工

事
な
ど
大
規
模
工
事
も
次
々
に
行

わ
れ
、
今
年
度
か
ら
は
い
よ
い
よ

ダ
ム
本
体
工
事
が
始
ま
る
予
定
で

す
。

　
平
成
二
十
二
年
の
完
成
を
目
指

し
、
今
後
も
多
く
の
事
業
が
展
開

さ
れ
ま
す
。

ヘ
　
ク

タ
ー
ル

　
全
国
的
に
子
ど
も
を
狙
っ
た
犯

罪
が
増
加
し
て
お
り
、
奥
出
雲
町

で
は
地
域
住
民
、
事
業
所
、
警
察

等
多
く
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、

様
々
な
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

子
ど
も
が
危
険
な
時
に
駆
け
込
む

「
こ
ど
も
一
一
〇
番
の
い
え
」
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
町
内
に

百
四
十
四
カ
所
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
こ
の
家
の
目
印
と

し
て
の
ぼ
り
旗
を
横
田
の
高
木
将

斗
さ
ん
か
ら
寄
贈
い
た
だ
き
、
そ

の
贈
呈
式
が
四
月
十
七
日
に
横
田

小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
高
木
さ
ん
は
「
み
ん
な
が
楽
し

く
学
校
に
通
え
る
よ
う
、
旗
の
家

が
ど
こ
に
あ
る
か
確
認
し
て
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
を
行
い
、
児
童
の

代
表
者
に
の
ぼ
り
旗
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　
児
童
か
ら
は
「
何
か
あ
っ
た
ら

こ
の
旗
の
家
に
入
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
式
が
終
わ
る
と
児
童
た
ち
は
、

早
速
の
ぼ
り
旗
を
取
り
付
け
、
「
こ

ど
も
一
一
〇
番
の
い
え
」
を
確
認

し
て
い
ま
し
た
。

子どもの安全確保に子どもの安全確保に
「こども「こども110110番のいえ」番のいえ」
　　　　のぼり贈呈式　　　　のぼり贈呈式

子どもの安全確保に
「こども110番のいえ」
　　　　のぼり贈呈式

　ト藏さんは、昭和26年三成中学校教諭として着任され、以来40年余りの
永きにわたり中学校教諭また中学校校長、松江教育事務所次長などの要職
を歴任し、教育の振興発展、学校施設の充実に尽瘁されました。
　また平成13年からは旧仁多町教育長として町の教育振興全般に鋭意尽力
され、特色ある学校教育の推進、教育環境の整備に多大の貢献をされました。
　それらの功績により、今回叙勲の栄に浴されました。

ト藏　良治氏（馬馳）瑞宝双光章を受章

　
仁
多
郡
森
林
組
合
の
合
併
十
五

周
年
記
念
式
が
四
月
二
十
四
日
、

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
仁
多
郡
森
林
組
合
は
、
平
成
三

年
に
旧
仁
多
町
、
横

田
町
の
森
林
組
合
が

合
併
し
て
誕
生
し
、

以
来
地
域
林
業
の
中

核
的
組
織
と
し
て
健

全
な
事
業
運
営
に
努
め
、

各
方
面
へ
の
優
良
な

国
産
材
の
供
給
、
森

林
環
境
整
備
な
ど
地

域
に
即
し
た
施
策
を

積
極
的
に
導
入
し
森

林
・
林
業
の
振
興
、

発
展
に
大
き
く
寄
与

し
て
き
ま
し
た
。

　
記
念
式
に
は
、
岩

田
町
長
、
本
田
島
根

県
東
部
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
所
長
、
速
水

雲
南
市
長
な
ど
多
く
の
来
賓
や
組

合
員
約
二
百
人
が
出
席
し
、
絲
原

組
合
長
か
ら
は
「
今
後
は
間
伐
材

関
係
の
事
業
を
展
開
し
、
健
全
な

森
林
を
育
成
し
、
更
に
地
域
林
業

の
推
進
を
図
り
た
い
」
と
式
辞
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
多
年
に
わ
た
り
林
業
後
継

者
の
指
導
、
育
成
に
尽
力
さ
れ
た

元
森
林
管
理
隊
指
導
員
の
石
橋
久

雄
さ
ん
に
は
、
絲
原
組
合
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
席
者
は
、
地
元
の
更
な
る
林

業
振
興
の
誓
い
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

よしはる
一
面
に
咲
く
菜
の
花
を
楽
し
む
来
場
者

▲

テ
ン
ト
村
で
は
地
元
の
特
産
品
が
大
盛
況
で
し
た

▲

▲イベントを楽しむ多くの来場者▲贈呈式の様子

▲式辞を述べる絲原組合長


